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小惑星が巨大惑星に与える影響
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申請者らは、オールト雲彗星の地球型惑星への影響を明かにすることを目的としている。

月面や火星などの表層に多くのクレーターが観測されている事実より、地球型惑星領域では惑星(衛星)が形成された後に

多数の小天体が存在し、衝突によりクレーターを形成したと考えられている。

これらのクレーターを形成した小天体は元はどこから来たものであるかについては色々な可能性が議論されている。

昨年度は、主に火星と木星の間の領域からやってきた小惑星などがそのインパクタとなり得たかどうかを、軌道計算によ

って調べた。

その結果、小惑星帯の小天体のうち軌道長半径が3AU以上の天体は、木星のみならず土星付近にまで輸送され得ること

がわかった。

よって、小惑星帯の小惑星は、巨大惑星やその衛星対するインパクタとなり得ることを示せた。

また、それらが惑星に対して持つ軌道傾斜角の分布は、現在観測される不規則衛星の軌道傾斜角分布にへと進化すると考

えて矛盾のない分布であることを確認した。

以上より、小惑星帯の小惑星は巨大衛星の不規則衛星候補にもなり得ることを示せた。


